
Title 均衡予算の乖数効果に関する理論の現実的妥当性 : 膨脹効果か収縮効果か
Sub Title On effect of balanced budget : expansion or contraction?
Author 高木, 寿一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1952

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.45, No.12 (1952. 12) ,p.843(29)- 861(47) 
JaLC DOI 10.14991/001.19521201-0029
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19521201-

0029

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


- 

-

.

-

.

-

-

.

*

•

-

.

-

-

.
 

-… 

ニ 
八 

_
.-(

八
四1.1 .〕

I

い
ず
れ
も
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
各
々
そ
の
對
應
的
要
素
を
見
，い
だ
し
て
い
る
。
驚
に
對
應
す
る
も
の
は
ブ
，

レタ
リ
ア
で
あ

り

.
、 

異
宇
人
に
P

备
る
ネ
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
で
あ
り
、
神
の
密
判
に
對
應
す
る
も
の
は
社
會
革
命
で
あ
り
、
そ
し
て
選
民
が
メ
シ
ア
：王
：
 

國
で
復
權
す
る
と
い
ぅ
信
仰
は
、

マ
ル
，ク
ス
で
.は
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア
が
共
產
社
會
で
解
放
さ
れ
る
と
い
ぅ
命
題
の
形
態
を
デ
く
づ
て
い
る
.
.
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ベ
ル
？

エ
フ
が
マ
ル
ク
ス
の
革
I

を
ブ
ロ
タ
リ
ア
的
メ
シ
ア
思
想
と
呼
び
、
ず
ソ
ン
が
社
會
的
默
示
錄
と
い
つ
て
：■

の
I

に

、
適
切
為
る
«

_
で
：あ
_

«

わ
：れ
る
6
者
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し
が
し
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マ

權

な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
理
想
社
食
が
到
來
す
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
敎
で
は
そ
れ
が
靈
の
終
り
に
し
か
來
な
い
と
考
え
る
の
に
對
し
て
、

マ
レ

午

資

本

論

麵

德

來

る

と

：信

: ^
^
 ̂

ヘ
キ
I

ト
缴
は
歷
史
の
贖
罪
备
就
ど
は
資
本
主
義
の
終
り
に
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し
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の
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全
體
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來
,

の
社
會
組
織Q

後
に
学
來
る
な
ど
と
は
藍
し
な
い
。g

ち
終
末
の
時
期
i

し
て
T

K
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で
は
顏
の
霹
が
な
さ
れ
て
い
る
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.と
の
問
題
■は)

.
'日
本
財
政
學
會(

十
月
.

十
：，

一
日
、
早
稻
田
大
學
に
於
て
開
催)

で
硏
究
報
^i

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
九
月
中
旬
の
經
濟
學
部

.

:.
施
究
俞
で
發
表
し
、
.ま
た
大
學
院
の
財
政
學
.專
攻
班
:'
'
©演
晋
、
大
學
部
の
硏
究
會
で
V

こ
の
.問
題
を
提
示
し
て
多
く
の
論
舉
も
し
た
。
.
.い.ろ
い
ろ
考
え
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れ
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所
が
夺
つ
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.0
日
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會
で
は
此
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學
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だ
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吿
し
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で
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述
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す
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次
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.、

.
一
九
四
〇
¥ 

代
に
於
て
は1

繼

果

の

問

題

が

多

く

論

ぜ

ら

れ

て

い

る

。
：
.
一
九
.四
四
年

.に
ヵ
：ル
ド
ア
：
.:«
|

2:

)

が
，
w.e

v
e
r
i
f

 _ Full 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 in a

 F
r
e
e

 sociery. A
p
p
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潘
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e
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1
d
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と

れ

は

義

I

グ
の
-

定̂
ヵ
言
め
ら
ォ
る
な
ら
、は
，
所
得
将
分
配
効
艰
の
な
い
租
税
支
出
本
乘
徵
効
果
が
あ
り
、
そ
.の
'黧
は
で
あ
る
と
い
う
理
論
で 

■あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
り
得
る
こ
と
I

チ
で
あ
る
と
4

え

专

。
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あ
り
得
.べ
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/
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あ
る〕

。
し
か
し
、
皆

と

い

う
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な
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暮
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違
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て
來
る
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し
か
も
、
そ

れ

がgenerally 
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a
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r
e
e
d

で
あ

'る
と

し，う

仮

令

、
來
國
の
學
贫
が
一
般
ヒ
承
認
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う

.な
現
實
的
愛
當
性
の
な
い
理
論
を
私

.

は
承
認
し
な
い
。
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。
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憂
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範
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；
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；
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靡
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。
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. 

い
場
合
.で
あ
る
？

,
:'
'

'

.パ 
'
•
.
:
:
'
.
.

.

.

.

.

第
一
一
は
、
.顧
進
的
'所
得
■

で
、：
中
所
得
者
の
上
層
と
大
所
得
菩
に
.負
檐
を
加
ぇ
る
こ
.と
が
多
く
、
從
て
•多
く
-貯
蓄
に
喰
い
込
む
日
# -

で
灰
る 

0 .

;

'

.

.

 

:
.
v :■.
.
 

_

., 

.士
：

* 

, 

■ 

.

.
•
. 

■ 

J
- 

V 

- 

- 

. 

.

.

. 

. 

, 

■

,
 

-

./
■.

•

第
一I

一
 

は

公

債

に

よ

る

收

入

調

達

で

^
-
つ
て

 

>
.
.
舟

蓄

丨.消

齋
0-
型

(
s
a
v
i
n
g
r
c
m
b
t
i
o
n

 p
a
t
t
e
r
n
)
.

を

攪

亂

しi

r

. 

?

i■
ま

國
居
が
何
^

か
處
分
し
充
い
.ど
思
：っ
.て
い
る
貯
着
^

捌

け

ロ

を

提

供

，

る

だ

け

で

あ

る

)

、:'
;
:從
て
所
得
の
消
費
0 :
處
分
或
ば
投
資
ぇ
の
虡 

\ 

分
を
少
し
も
侵
か
さ4

.

い
場
合
で
一
あ
る

.。

.

^

 

/■
.-■
:
;•
'

へ
 

.

.

本
論
文
に
：於
て
は
、レ
ハ
ン
セ
^
が

立
-
^

:
:髮

が

ぁ

;:
1

と

ぃ

裏

題
; 1
善

讀

(

大

所

眷

餍

燦
|
所
得
^

^

..
'■

を
^

j
さ
.
.せ；>
0-o
^
'-
.
L;小
所
得
者
層
か
ら
发
斯
'#
者
®'
'
.に
：
所
得̂:
東

吩

掏

が

あ

れ

巧

 

.

ハ
ン
セ
ン
は
い
う
。
嘗
て
は
、
所
得
再
分
配
.の
効
果
を
持
た
な
い
租
栊
に
ょ
つ
て
收
.人
畝
調
達
す
る
政
府
支
敗
の
#

加
は
、
.
少
し
も
昕
.

得
水
：準
を
高
.め
な
い
も
の
と
推
萣
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。
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；
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。
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所
得
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配
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を
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な
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、
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租

税
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だ
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所

得

を
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と
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す
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。
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す
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し
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わ
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。
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總
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。
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が
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